
 

 

 

 

健康・安全で充実した夏休みにしよう 

校 長  麻生 隆久 

日頃より、保護者や地域の皆様には、本校の教育活動への御理解・御協力を賜り、誠にありがとうございます。皆様の

お陰をもちまして、大きな事故もなく、１学期の終業式を迎えることができました。 

さて、いよいよ明日から８月２９日(火)まで、４０日間にわたる夏休みにはいりますが、生徒たちには、安全で充実した

夏休みにするために、次の４つの点について話しました。 

《 1 学期の反省を生かして、自分に合った具体的な学習目標を立てよう 》 

夏休みは、自分と向き合う時間が十分あります。もちろん、自分と向き合うこと自体は 1 年中いつでも可能ですが、夏

休みは特に自分の自由になる時間が増えます。それだけに、その使い方によって、その先の自分に大きな影響があります。

既に、学活の時間等で、今学期の振り返りを行い、それに基づいて、夏休みの過ごし方や学習の計画なども立てたことと

思います。 

そこで、大切なことは、それを「実行に移せるかどうか」と言う点です。計画を「絵に描いた餅」に終わらせないため

に、今日から実行することが大切です。その際のポイントは、①できるだけ具体的な内容にすること。教科や時間だけで

なく、問題集のページなど、具体的に決め、時間が過ぎても終わるまで続ける。②目標のハードルを上げすぎないこと。

ちょっと頑張れば届く程度の具体的な目標にすること。③やったことがあとでわかるように形に残すこと。④わからない

ところを見つけること。しかし、簡単に投げ出さず、教科書や解説を読んだりして、できる範囲で解こうとしてみる。⑤

わからないところをそのままにしないこと。自分で頑張ってみて、それでもわからなければ、印をつけて、なるべく早く

あとで先生に聞くようにしましょう。 

《 夏休み中もなにかあれば先生を頼ろう 》 

今年は各学年や教科で質問教室や学習会もあります。地域未来塾の数トレも予定されています。また、昨年同様に、ロ

イロノートを使って質問を受けられるようにしている教科もあります。家にｗi-fi 環境がある人は、これを活用してみては

どうでしょうか。先生たちも、出勤した日にそれを見て、できるだけ早く質問に答えるようにします。（実施教科等、詳し

くは学年だよりなどを参照してください。） 

もし、家にｗi-fi 環境がない人は、聞きたい教科の先生が日直になっている日に、学校に電話して聞くか、学校に来て、

直接質問をすることもできます。 

《 家族の一員としての役割を果たし、家族と対話の時間を作ろう。》 

夏休みは、家族との対話がゆっくりできるチャンスです。とはいえ、保護者の人は、仕事や家事に追われ、なかなか皆さ

んとゆっくり会話する時間もないかもしれません。そこで、日頃の家族への感謝の意味も込めて、一つでもいいので、家

族に代わって、何か家事の分担を引き受けてください。それがまた、家族との対話のきっかけにもなると思います。いざ

というとき、家族は、皆さんを支えてくれる大切な存在であることを忘れないでください。 

《 心身ともに健康で安全な生活を心がけよう 》 

休み中、何か困ったことが起きたり、家族や友達にも相談できないような悩みを抱えている人は、一人で悩んでいない

で、遠慮なく、学校に相談してください。学校閉庁期間（8 月 1４日～8 月 1８日）以外の平日は、誰か先生が日直とし

て学校に来ています。また、学校以外にも、相談できる窓口はたくさんありますので、活用してください。（別紙にて配布

済み）また、夜間や閉庁期間中であっても、急を要する場合は、市役所の庁舎管理室（042-338-6855）に電話をすれ

ば、管理職に連絡が入ることになっています。        

http://schit.net/tama/jhhijirigaoka/ 
ユネスコスクール・コミュニティスクール 
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８、９月の行事予定 
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修学旅行説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭 体育 

体育祭 

8／11（金）山の日 

14（月）～18（金）学校閉庁日 

29（火）夏季休業日（終） 

30（水）第２学期始業式 

 

9／1（金）給食（始） 

4.（月）専門委員会 第２期時間割（始） 

5.（火）小中連携の日（合同引き渡し訓練）避難訓練 

7.（木）小児生活習慣病予防検診・貧血検査 

中央委員会 

8.（金）小中連携の日（中学校体験） 

11（月）生徒会朝礼 

 

 

12（火）防災訓練（２年） 

13（水）安全指導 

14（木）修学旅行事前指導（３年） 校外学習（１年） 

15（金）都立多摩桜の丘学園理解推進授業（１年） 

15（金）～17（日）修学旅行（３年） 

18（月）敬老の日 

19（火）修学旅行振替休業日（３年） 

21（木）生徒会役員選挙リハ 

22（金）生徒会役員選挙 

23（土）秋分の日 

25（月）定期考査 1週間前 

26（火）都立多摩桜の丘学園オンライン交流（1年） 

 

ＳＤＧｓゴーヤプロジェクト 

卒業生の話を聞く会 
 

ブラインドサッカー体験 

東京ヴェルディの方々を講師に迎え、パラスポ

ーツであるブラインドサッカーを２年生が、体

験しました。目隠しし、音の鳴るボールでのパ

ス、そして声をかけ合ってのパスなど、視界が

閉ざされることでの体験、そして「声を出す・

聞く・思いやる」コミュニケーションの大切さ

を体感しました。 

進路説明会 

3年生とその保護者の方々に向けて進路説明会

を行いました。来年度の進路に向けていよいよ

本格的に動き出します。この夏休みが自分にと

って、より充実したものになるよう、立てた計

画を日々確認しながら過ごしましょう。 

体育 体育 租税教室 

東京税理士会日野支部の方々を講師に迎え租税

教室を行いました。誰が幾ら納税することが公平

なことなのかを考えるグループワークでは生徒

の積極的に意見交換がありました。社会の仕組

み・問題に興味を持って知る機会となりました。 

１年生が育てたゴーヤの苗をグリーンカーテ

ンとして窓際の土に植え替えました。大量の雑

草に苦戦しながらも、無事植替えし、ゴーヤは

日々、元気に蔓をのばしています。 

予定は変更する場合があります。 

セーフティ教室 体育 

八王子ダルクの方を講師に迎え、セーフティ教

室を行いました。薬物依存に対する怖さをご本

人の体験談から語ってくださいました。薬物と

いうと、怖い人たちとの接触によって手に入る

イメージがありますが、実は薬物依存の入り口

は一般市販薬という、とても身近な所にあると

いう事実があります。自分の身体・命を改めて

大事にすることを考えたと思います。 

卒業生 8人（現在高校 3 年生）が体験談や受

験に対してのアドバイス、高校の様子など、3

年生に向けて話に来てくれました。この夏どう

過ごすかが大事であること、ライバルは他の誰

でもなく自分であること、辛い時も周囲への感

謝を忘れずにいること等、先輩の言葉は生徒に

とって、とてもリアルで、刺さる話だったよう

です。一人一人が真剣に聞き入っていました。 

八王子ダルクは薬物依存症から回復して社会

復帰を目指す民間のリハビリ施設です。 


